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新技術の概要
新規接着剤の開発において少量かつ全自動で強度評価できるハイスループット
な試験方法

＜装置のジオメトリ＞
 試験片形状；円盤型試験片で接合部面積極小
 装置寸法；コンパクトかつ必要なアクチュエータは1つのみ
 治具形状；試験片の確実な固定を実現することで純粋なせん断強度を評価可能
 試験片基質；試験後に自動的に排出(FTIR測定)
 ロードセル位置決め；直接荷重測定が可能

接着接合部の強度評価をハイスループットで実施する新しい
試験装置

お問い合わせ先：
東京科学大学 産学連携共創機構
E-mail : sangaku@sangaku.titech.ac.jp
TEL : 03-5734-2445

• BSJ試験片が量産できるため，試験数を容易に増やせる．
• 従来難しかった接着強度の統計的な扱いが可能になる．
• 接着の世界に精密かつ確率論的な設計手法を導入．
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